
7

小Ｐ４ 中Ｐ４

○深い学びの鍵としての「見方・考え方」

２，数学的な見方・考え方

「どのような視点で物事を捉え，どのような考え方
で思考していくのか」というその教科等ならではの
物事を捉える視点や考え方である。

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力等

「数学的な見方・考え方」を働かせて
13

２，数学的な見方・考え方 小Ｐ22

○数学的な見方・考え方を働かせる意義

14
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数学的な見方

２，数学的な見方・考え方 小Ｐ22

数学的な考え方

15

２，数学的な見方・考え方 小Ｐ26

発展的に考察する統合的に考察する

16
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２，数学的な見方・考え方 小Ｐ26

数学的な表現を用いて表す

17

２，数学的な見方・考え方

○「数学的な見方・考え方」について

小Ｐ22 中Ｐ21

事象を，数量や図形及びそれらの関係などに着
目して捉え，根拠を基に筋道を立てて考え，統合
的・発展的に考えること（小）

事象を，数量や図形及びそれらの関係などに着

目して捉え，論理的，統合的・発展的に考えるこ
と（中）

算数、数学や他教科の学習を通して「数学的な見
方・考え方」は、豊かなものとなっていく。 18
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２，数学的な見方・考え方 小Ｐ61、62

○算数では…

19

【思考力・判断力・表現力等】
（２） 日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立て
て考察する力、基礎的・基本的な数量や図形などの性質
を見いだし統合的・発展的に考察する力、数学的な表現
を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表したり目的に応じて
柔軟に表したりする力を養う。（小）

【数学的な考え方】
日常の事象を数理的にとらえ、見通しをもち筋道立って考
え表現したり、そのことから考えを深めたりするなど、数学
的な考え方の基礎を身に付けている。（小）

【現行の評価の4観点】

【育成を目指す資質・能力】

20
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【現行の評価の4観点】

小Ｐ7

○「数学的な見方・考え方」について

２，数学的な見方・考え方

【育成を目指す資質・能力】
（３つの柱）

数学への
関心・意欲・態度

数学的な
考え方

知識及び技能

数量や図形など
についての知識・理解

数学的な技能

思考力・判断力・表現力等

学びに向かう力等

※現行の評価
の観点としての
数学的な見方
や考え方に置き
換わるものでは
ない。

21

○「数学的活動」について

小（現）Ｐ185
中（現）Ｐ15

平成２０年告示学習指導要領（現行）では、「算数
的活動」として、児童が目的意識をもって主体的
に取り組む算数に関わりのある様々な活動。

※手や身体などを使ってものを作るなどの作業的
な活動 など（８つの活動の例示）

３，数学的活動

平成２０年告示学習指導要領（現行）では、「数学
的活動」として、生徒が目的意識をもって主体的
に取り組む数学に関わりのある様々な営み。

※数や図形の性質などを見いだし発展させる活
動 など（重視する３つの活動を例示） 22
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○「数学的活動」について

小Ｐ23
小Ｐ71～74３，数学的活動

事象を数理的に捉えて/数学の問題を見いだし/
問題を自立的、協働的に解決する過程を遂行/
すること。
→「算数的活動」から「数学的活動」へ改めた

「数学的活動」（小）【下学年】
ア「数量や図形を見いだし、進んで関わる活動」
イ「日常の事象から見いだした問題を解決する活動」
ウ「算数の学習場面から見いだした問題を解決する活動」
エ「数学的に表現し伝え合う活動」

（小）【上学年】イ→ア、ウ→イ、エ→ウ 23

○「数学的活動」の一覧

小Ｐ74
中Ｐ39（参照）３，数学的活動

幼児教育→小１

小２＋小３

小４＋小５

小６→中１

ア イ ウ エ

ア イ ウ

24
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○ウ数学的に表現し伝え合う活動の留意点

小Ｐ72３，数学的活動

①言葉や図，数，式，表，グラフなどを適切に用い
て,数量や図形などに関する事実や手続き,思考の
過程や判断の根拠などを的確に表現したり,考えた
ことや工夫したことなどを数学的な表現を用いて伝
え合い共有したり，

②見いだしたことや思考の過程，判断の根拠などを
数学的に説明したりする活動である。

25

○「学習過程」について

小Ｐ７

算数科・数学科では，「事象を数理的に捉え，数学の問題
を見いだし，問題を自立的，協働的に解決し，解決過程を
振り返って概念を形成したり体系化したりする過程」といっ
た数学的に問題発見・解決する過程を学習過程に反映さ
せることが重要である。

４，学習過程

『日常生活や社会の事象を
数理的に捉え，数学的に表
現・処理し，問題を解決し，
解決過程を振り返り得られ
た結果の意味を考察する，
という問題解決の過程』

『数学の事象について統合的・発展的
に捉えて新たな問題を設定し，数学的
に処理し，問題を解決し，解決過程を
振り返って概念を形成したり体系化し
たりする，という問題解決の過程』

26
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小Ｐ８４，学習過程

数学的活動

27

学習過程と活動例（Ａ領域：ウ）

28

小Ｐ98(第1学年)

○13－９をどう計算すればいいか

○くり下がりの計算をしよう

○具体物（ブロック等）を用いて
○10から９をとる

○個別解決、意見交流、
比較検討

○学習を振り返る
・10からとるとわかりやすかった。
・十何－1位数も同じようにできる
のではないか

学習の必要感
をもたせて

方法と結果の
見通しを

子どもたちの言葉
で考えをつなぐ

見通し

課題

比較
検討

振り
返り

めあて 13
10 3


